
桜
蔭
俳
話
会 

四
月
句
会
（
第
三
七
四
回
） 

平
成
三
十
一
年
四
月
二
十
八
日
（
日
） 

会
場
・
旭
区
民
文
化
セ
ン
タ
ー
（
サ
ン
ハ
ー
ト
） 

 

３
点
①
山
笑
ふ
休
耕
田
の
発
電
板 

 
 

 
 
 

ヤ
エ
子 

３
点 

選
挙
公
約
読
み
直
し
た
り
万
愚
節 

 
 

友
子 

３
点 

情
報
の
流
れ
て
闇
へ
花
の
冷
え 

 
 
 

明
美 

２
点
①
少
年
の
黙
は
雄
弁
青
嵐 

 
 
 

 
 
 

才
美 

２
点
①
両
足
に
我
身
を
託
し
つ
く
し
ん
ぼ 

 
 

幸 

２
点 

鶯
や
雨
上
が
り
た
る
切
通
し 

 
 
 
 

友
子 

２
点 

中
空
に
と
ど
ま
る
羽
音
春
深
し 

 
 
 

才
美 

２
点 

品
書
き
の
裏
は
真
つ
白
花
の
茶
屋 

 
 

幸 

２
点 

雉
の
目
や
少
し
変
へ
た
る
パ
ス
ワ
ー
ド 
守 

２
点 

切
り
岸
へ
出
て
し
ま
ゐ
た
る
花
遍
路 

 

才
美 

２
点 

田
一
枚
残
し
て
あ
り
ぬ
花
れ
ん
げ 

 
 

才
美 

２
点 

大
き
口
開
け
る
が
勝
ち
の
燕
の
巣 

 
 

友
子 

２
点 

巣
箱
よ
り
音
の
こ
ぼ
れ
し
山
の
雨 

 
 

守 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 

２
点 

春
深
し
天
地
暗
転
こ
こ
は
ど
こ 

 
 
 

守 

１
点
①
遥
か
な
る
星
の
墓
域
や
燕
来
る 

 
 
 

守 

１
点
①
春
の
鳶
崩
れ
て
ゆ
き
し
波
頭 

 
 
 
 

守 

１
点
①
ラ
ン
チ
に
は
熱
い
ほ
う
と
う
春
惜
し
む 

直
子 

１
点 

昭
和
の
「
和
」
残
る
嬉
し
さ
梅
香
る 

 

明
美 

１
点 

若
葉
し
て
玻
璃
開
け
放
つ
百
畳
敷 

 
 

才
美 

１
点 

雉
子
鳴
く
や
目
線
鋭
し
剣
の
舞 

 
 
 

ヤ
エ
子 

１
点 

晩
年
の
不
安
や
は
ら
ぐ
初
音
か
な 

 
 

明
美 

１
点 

春
昼
や
樹
上
か
す
め
る
軍
用
機 

 
 
 

ヤ
エ
子 

１
点 

桜
蘂
降
る
墓
石
に
映
る
風
の
色 

 
 
 

才
美 

１
点 

鳥
ぐ
も
り
呼
気
湿
り
た
る
独
り
言 

 
 

才
美 

１
点 

真
似
難
き
父
母
の
生
き
方
朧
月 

 
 
 

友
子 

１
点 

携
帯
で
潮
見
検
索
潮
干
狩 

 
 

 
 
 

ヤ
エ
子 

１
点 

ク
ル
ー
ズ
船
ず
ず
い
と
着
岸
夏
隣 

 
 

才
美 

１
点 

旅
寝
し
て
身
は
二
日
酔
ひ
匂
鳥 

 
 
 

守 

１
点 

霞
み
た
る
相
模
の
海
や
一
夜
城 
 

 
 

友
子 

１
点 

諸
鳥
の
絶
唱
め
く
や
大
桜 
 
 

 
 
 

才
美 

１
点 

囀
の
空
押
し
上
げ
て
草
木
染 

 
 

 
 

守 

１
点 

の
ど
け
し
や
新
元
号
の
は
や
馴
染
む 

 
 

友
子 

１
点 

コ
ン
ビ
ニ
も
厠
も
甍
菜
花
道 

 
 
 
 

ヤ
エ
子 

  

※ 

セ
ー
タ
ー
を
脱
ぐ
日
着
る
日
や
春
不
順 

邦
子 

 

鯉
の
ぼ
り
泳
ぐ
花
鉢
空
青
く 

 
 
 

 

ヤ
エ
子 

     

花
見
す
る
行
き
交
ふ
人
の
道
狭
し 

 
 

眞
壽 

 

春
の
来
て
寒
さ
は
少
し
若
返
り 

 
 
 

邦
子 

 

履
き
返
し
足
袋
の
白
さ
の
能
舞
台 

 
 

幸 
 

目
借
時
通
勤
途
中
に
草
茂
る 

 
 
 
 

直
子 

 

う
な
だ
れ
し
君
は
連
れ
子
か
春
半
ば 

 

眞
壽 

 

知
る
人
の
次
き
つ
ぎ
逝
き
て
春
淋
し 

 

邦
子 

 
 

 

蓄
電
池
車
の
隅
に
消
火
器
花
の
冷
え 

 

明
美 

 
 

 

万
緑
に
目
を
奪
わ
れ
し
プ
ラ
タ
ナ
ス 

 

直
子 

 
 

 

コ
ン
ビ
ニ
の
庇
借
り
た
る
燕
の
子 

 
 

守 
 

 
 

分
封
の
蜜
蜂
銀
座
お
の
の
け
り 

 
 
 

友
子 

 

夕
暮
や
轢
か
れ
て
無
惨
白
椿 

 
 
 
 

ヤ
エ
子 

 
 

 

リ
ホ
ー
ム
の
春
着
に
置
い
て
サ
ン
グ
ラ
ス 

幸 
 

老
の
兄
外
食
行
け
ず
桜
か
な 

 
 
 
 

直
子 

 
 

 
崩
れ
落
つ
神
の
館
や
鳥
雲
に 

 
 
 
 

守 
 

 
 

女
の
子
の
し
ゃ
ぼ
ん
玉
丘
か
ら
海
へ 

 

友
子 

三
椏
や
心
寄
せ
合
う
二
人
の
眼 

 
 
 

眞
壽 

ビ
タ
ミ
ン
の
足
ら
ぬ
く
ち
び
る
雉
子
の
目 

守 
 

 
 

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
消
さ
れ
て
な
ほ
も
花
見
客 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

明
美 

 
 

 

青
空
や
老
い
ら
く
の
恋
よ
八
重
桜 

 
 

直
子 

 
 

 

笹
鳴
き
の
幼
き
声
や
屋
敷
神 

 
 
 
 

幸 
 

 
 

主
人
留
守
庭
に
は
春
の
花
咲
か
せ 

 
 

邦
子 

 
 

 

つ
ぎ
つ
ぎ
に
車
種
の
リ
コ
ー
ル
万
愚
節 
明
美 

 
 

 

初
蝶
や
板
戸
の
露
地
の
三
味
の
音 

 
 

ヤ
エ
子 
 

 
 

忘
ら
る
る
水
か
け
不
動
花
の
寺 

 
 
 

友
子 

 
 

 

秘
そ
や
か
に
元
気
で
長
寿
祈
る
春 

 
 

眞
壽 

 
 

 

広
重
の
描
き
し
立
岩
今
は
春 

 
 
 
 

ヤ
エ
子 

 
 

 

訪
ふ
人
稀
な
る
寺
に
呼
子
鳥 

 
 
 
 

邦
子 

 
 

 

か
ら
す
の
子
は
や
晩
年
の
選
択
肢 

 
 

守 
 

 
 

ひ
と
り
通
う
決
意
よ
う
や
く
入
園
時 

 

友
子 

 
 

 

陵
の
落
花
深
し
や
人
疎
ら 

 
 

 
 
 

ヤ
エ
子 

 
 

 

満
開
の
花
に
浮
か
れ
る
屋
台
店 

 
 
 

眞
壽 

 
 

 

新
緑
や
今
朝
の
気
分
に
選
る
帽
子 

 
 

才
美 

 
 

 

（
欠
席
投
句 

古
野
明
美
、
京
林
眞
壽
、
平
野
邦
子
） 

 
 

 
 

  
 

 
 

 



 [
事
務
局
か
ら
お
知
ら
せ] 

 

◯
五
月
句
会 

 

五
月
十
九
日
（
日
）
、
港
の
見
え
る
丘
公
園
で
、
吟
行
し
ま

す
。
詳
細
は
、
同
封
の
お
知
ら
せ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

◯
六
月
句
会 

 

六
月
二
十
三
日
（
日
）
午
後
一
時
か
ら
、
旭
区
民
文
化
セ

ン
タ
ー
（
サ
ン
ハ
ー
ト
）
で
行
い
ま
す
。 

 

◯
七
月
句
会 

 

七
月
二
十
九
日
（
日
）
午
後
一
時
か
ら
、
旭
区
民
文
化
セ

ン
タ
ー
（
サ
ン
ハ
ー
ト
）
で
行
い
ま
す
。 

 

◯
八
月
は
句
会
は
休
み
で
す
。 

 

  


